
 

 

2022年 6月 22日 

第 39期決算公告 
 

鹿児島県霧島市溝辺町麓字徳利山 787番地 4 

日本エアコミュ－タ－株式会社 

代表取締役社長  武井 真剛 

貸借対照表 

（2022年 3月 31日現在） 

（単位：千円）   

資 産 の 部 負 債 の 部 

科      目 金    額 科      目 金    額 

流 動 資 産 

    現 金 ・ 預 金 

    営 業 未 収 入 金 

    貯 蔵 品 

    未 収 入 金 

未 収 消 費 税 等 

    関係会社短期貸付金 

    その他流動資産 

    貸 倒 引 当 金 

    

固 定 資 産 

  有 形 固 定 資 産 

    建 物 

    構 築 物 

    機 械 装 置 

    航 空 機 

    車 両 運 搬 具 

    工 具 器 具 備 品 

    建 設 仮 勘 定 

    減価償却累計額 

  無 形 固 定 資 産 

    ソ フ ト ウ ェ ア 

    電 話 加 入 権 

  投資その他の資産 

    投 資 有 価 証 券 

    差 入 保 証 金 

    長 期 貸 付 金 

    長 期 前 払 費 用 

    そ の 他 投 資  

4,059,026 

16,406 

1,948,676 

722,778 

156,401 

180,048 

734,762 

338,504 

△38,552 

 

10,818,783 

10,446,653 

2,433,751 

29,375 

 3,341,468 

11,117,051 

119,524 

845,578 

224,428 

△7,664,524 

23,749 

18,059 

5,690 

348,379 

31,000 

22,310 

35,260 

259,368 

439 

 

流 動 負 債 

    営 業 未 払 金 

    リ ー ス 債 務 

    未    払   金 

    未 払 法 人 税 等 

未 払 費 用 

    預 り 金 

    その他流動負債 

 

 

固 定 負 債 

    リ ー ス 債 務 

    預 り 保 証 金 

    退職給付引当金 

    その他固定負債 

 

            1,196,375 

875,558 

11,943 

2,377 

11,273 

231,872 

34,528 

28,821 

 

 

2,771,380 

151,148 

1,500 

2,603,432 

15,299 

 

負 債 合 計 3,967,756 

純 資 産 の 部 

株 主 資 本 

  資 本 金 

  利 益 剰 余 金 

    利 益 準 備 金 

    その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 

 

 

10,910,053 

300,000 

10,610,053 

75,000 

10,535,053 

10,535,053 

 

純 資 産 合 計 10,910,053 

資 産 合 計 14,877,809 負債・純資産合計 14,877,809 

 



 

 

 

個 別 注 記 表 
 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準及び評価方法 

① 有価証券の評価基準及び評価方法 

時価のないもの 

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

② 無形固定資産 

③ リース資産  

   所有権移転外ファイナンス・リース

取引に係るリース資産 

 

（３）外貨建資産又は負債の本邦通貨への換算

基準 

 

（４）引当金の計上基準 

  ① 貸倒引当金 

 

 

     

② 退職給付引当金 

 

 

 

 

 

 

（５）収益の計上基準 

 

 

 

（６）消費税等の会計処理 

 

 

移動平均法による原価法 

主として移動平均法による原価法 

(収益性の低下による簿価切り下げの方法) 

 

 

定額法 

定額法 

 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法 

 

 

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換

算し、換算差額は損益として処理しております。 

 

 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上して

おります。 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給

付債務の見込額に基づき計上しております。 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員

の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法によ

り按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理

しております。 

 

当社は、航空機による旅客輸送サービス、貨物及び郵便の航空

輸送サービス等を顧客に提供しております。当該履行義務は、

通常、航空輸送役務の完了時点に充足されます。 

 

税抜方式によっております。 

 

２．株主資本等変動計算書に関する注記 

       （１）発行済株式の総数に関する事項 

株 式 の 種 類 前事業年度末の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数 

普 通 株 式 6,000株 － 株 － 株 6,000株 

 


